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【学び合う学校】
①基礎学力の定着と活
用・授業力向上
★教務
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【学び合う学校】
②自分から学びを楽し
む子を目指した学習指
導法の研究
★校内研究：浦部
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【学び合う学校】
③一人ひとりに応じたき
め細やかな学習支援
★学習評価部：山下え
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【支え合う学校】
①一人ひとりを大切にし
た学校（人権・道徳教育
の充実）
★児童支援部：有馬
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【支え合う学校】
②自主的な活動の充実
★児童会活動部：風間
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【安心・安全な学校】
②防災、交通安全、防
犯対策の確立
★防災部：松岡り
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【安心・安全な学校】
③校舎内外の整備・教
育環境の整備
★教頭
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【安心・安全な学校】
①教育計画の取組と成
果の情報公開
★HP担当：幾左田

 道徳教育全体計画及び人権教育全体計画に基づいた学びを
実施することで子ども達の自己有用感を育み、安心して過ごすこ
とができる学校、学級をめざします。一人一人の見取りを大事に
すると共に個のニーズに合った支援教育に努めていきます。

 「友達のことを大切にしながら助け合って生活ができた。進んで
あいさつをしたり、く りっこの約束を守ることができた」の問いに対
して、とてもそう思う・思うを合わせて ９５％の回答（児童）となって
います。また、保護者アンケートでも「思いやりの心が育って い
る」とてもそう思う・思うを合わせて９４％の回答となっています。道
徳教育・人権 教育からお互いを認め合い共に成長する姿が見ら
れました。また、生活アンケートを実施して学校生活が安心して
過ごせるように児童の気持ちに寄り 添った声かけや指導に心が
けたことが心の安定につながっていると考え られます。

 教育支援コーディネーター・学校巡回カウンセラー・養護教諭な
ど、様々な 立場から児童の見取りを大切にして担任と協力しなが
ら、児童一人一人の ニーズに合った支援（学習面・生活面）に心
がけ、今後も児童が安心・安全に 過ごせる環境作りに努めていき
たいと思います。

　計画委員会が中心となり、学校をより良くするための話し合いを
行っていきます。代表委員会では、学校をより良くするためにでき
ることについて、各委員会長とクラスの代表者が話し合い、取り組
みへの参加を呼びかけます。学校の現状を踏まえて企画する力
や代表委員会で提案する力、話し合いをする力や見通しを持っ
て物事を計画的に進める力を育てます。

　運動会をはじめとした、学校行事を盛り上げるためにできること
を計画委員や代表委員を中心となり企画・実行しました。また、今
年度は、よりよい学校生活を目指すために、校内だけでなく校外
に目を向け、課題と解決策についてクラスや代表委員会で話し
合いを重ねました。交通ルールを守るための呼びかけを行い、
「下校中の意識が変わった」「ルールを守って歩く人が増えた」と
改善を実感する声も挙がりました。

　今年度は、学校外の様子にも目を向けて課題の解決を図
りました。「登下校中の過ごし方」について、課題や解決
策を代表委員を通じて何度もクラスで話し合いました。今
後も、くりっ子全員がよりよい学校づくりに参加できるよ
うな機会を、計画委員や代表委員を中心に作っていきま
す。また、その活動を通じて、自主的に行動する力や計画
的に物事を進める力を育てていきます。

学 校 関 係 者 の評 価 今年度の学校運営のまとめ　

・児童会で自分達で登下校の交通安全に気を付けられるように声をかけ合う活動ができていること
のような、積極的な活動をこれからも続けてほしいです。
・話し合いは、意見をまとめることも大切だが、リーダーがどうしたいのかを表すことも必要なことが
あります。（上記2点、児童会の活動から児童へ向けて）
・児童会活動の委員会とPTAの活動が連携できると良いと思います。
・保護者の協力が難しいならば、地域への協力の声掛けをすると良いです。
・マンホールトイレの状況はどうなっているのか知りたいです。
・公園トラブルの改善へ向けて時間はかかるが道路公園センターへ伝えていくことが大事です。
自治会長として、陳情を進めた。今回の件も行政へ伝えます。

・学び合う学校として、今まで研究で意識してきた温かい聴き方・やさしい話し方を活かして、自ら動き出す子の育成を始めて2年目
となり、昨年度は取り上げなかった教科についても研修ができました。今後も児童主体の学習となり、それが深い学びにつながるよう
学年の縦（1～6年）で身に着けていきたいことも整理して進めたいです。
・支え合う学校として教職員で連携を図り、多様な児童へのきめ細やかな対応を行うよう努めました。問題発生時は、速やかに対応
することに校内一丸となり進めています。学び方の多様性も言われていますが、どの子も落ち着ける場所で安心して活動が進んで
いくように努めてまいります。
・安心安全な学校を目指して毎月の校内の安全点検、避難訓練を実施しました。それぞれの訓練で出た反省は、次回以降の訓練
で改善に努めました。不審者対応訓練は、昨年度に続き、麻生警察に協力を要請しました。今年度は、体育館の再生整備工事が
ありましたが、関係部署と連携し、児童が安全に過ごすことができました。

　栗木台小学校版の危機管理マニュアルを教職員で共通理解
するとともに、保護者向けに「学校安全ナビ」を配付し、危機管理
の意識向上を図る。
　防災意識を高め、どのような災害においても、児童が自分の身
を守る行動がとれるようにするために、地震や火災などを想定し
た訓練を実施する。保護者への引き渡し訓練を行い、避難訓練
やシェイクアウト訓練などを定期的に実施する。
　交通事故を未然に防ぐために、交通安全教室を１年生と４年生
で実施し、交通ルールを知ったり、安全に自転車を運転したりす
る機会を設定する。
　不審者が侵入した際の身の安全を確保するための適切な行動
について学ぶ、防犯研修や防犯訓練を実施する。
　体育館の再生整備に伴い、避難経路や避難場所について改
めて確認していく。

 児童が自分の身を守る行動がとれるようにするために、地震や
火災などを 想定した避難訓練やシェイクアウト訓練、引き渡し訓
練を計画的に実施しまし た。今年度は、体育館の再生整備に伴
う工事のため、避難経路や避難場所を新たに確認し、訓練を行
いました。毎回の反省は次の訓練に生かすようにしました。 交通
安全教室や、不審者対応訓練も実施し、児童の安全に対する意
識を高めたり行動の仕方を確かめたりできるようにしました。

 引き続き、災害対応マニュアルを教職員で共通理解できるように
していきま す。防犯訓練や交通安全教室、登下校の安全につい
ては、児童や学校の実態により即したものになるよう検討していき
ます。今後も、様々な状況を想定して、各種訓練を実施していき
ます。

　安全な学習環境を保つために、教育委員会事務局や学校施設
包括管理グループへ速やかに、修繕等の申請をします。また、包
括管理グループの定期巡回に際しては、校内での安全点検の結
果を共有し、速やかな対応を要請します。再生整備工事の実施、
計画については、児童の安全安心を第一に考えて、よりよい学習
環境になるように進めます。

　不具合箇所については、毎月の施設営繕点検等で報告され、
迅速に対応してきまし た。学校外対応の不具合は、包 括管理グ
ループや教育委員会に速やかに報告するなど、早期対応を心掛
けたが、一部未実施の箇所があります。体育館の再生整備に向
けては関係機関や施設開放委員会等と連絡調整を密にし滞りな
く進めることができました。令和８年度の特別教室、体育館の冷
暖房設置や次期校舎再生整備工事に向けて、概ね、取りこぼす
ことなく進めることができた。

　今後も修繕に関しては、教育委員会や包括管理グループに、
粘り強く働きかけるよう努め、修繕完了を目指します。さらに、より
一層、教職員の安全意識の向上に努めます。校舎再生整備工
事については、教職員、地域、保護者とも連携し、児童にとってよ
り良い学習環境となるように検討を重ねていきます。

　ホームページを通して、学校だよりや学年だよりなど
学校からの情報や児童の様子を家庭や地域に配信する。
今後も、学校での児童の様子を知って安心してもらえるよう、各学
年の活動を、写真や文章で伝えていく。

　ホームページをほぼ毎週更新し、子どもたちの学校での様子や
頑張りを保護者の方に伝 えるようにしてきました。自然教室や修
学旅行の時には、子どもの様子をリアルタイムで伝えることができ
ました。一方、時期や学年により、更新頻度に差が出ることがあり
ました。

　更新内容が家庭での話題になるという保護者の声もありま す。
特別な行事に限らず、日頃の様子も含めて日常的に更新を続
け、子どもたちの学校での様子をわかりやすく伝えていきたいと
思います。

 来年度は川崎市学習状況調査も４年目になり、学校や学年の傾
向がより見えてくると考えられま す。学校全体の傾向や指導一人
一人の状況把握に努めていきます。今後も教職員が 研修を積ん
だり、情報交換や研修の成果を共有したりしながら、よりよい学習
指導、適 切な支援が行える環境を推進していきます。

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

　児童一人一人に基礎的・基本的な内容を定着させるために、
繰り返し学習を基本としながら、「体験的に学ばせること」「興味・
関心・意欲を高めること」「個に応じた指導を充実すること」「生活
との関わりを大事にすること」などに配慮して学習内容や方法を
工夫していきます。
　専科による授業や少人数指導、教科担任制など、指導体制の
工夫や多様な学習形態の導入、教員間の連携強化などを通じ
て、子どもたちの学びを深め、自立を促すことを目指していきま
す。

　基礎学力の定着に関するアンケートに対して、児童・保護者とも
に肯定的に回答する割合が高く、学校の取組が一定の成果を上
げていると思われます。
　令和7年度の川崎市学習状況調査では、小学4年から6年の全
学年において、国語・算数ともに平均正答率が、全国および川崎
市の平均を上回る良好な結果が得られています 。特に「基礎」ス
コアにおいては、各学年とも高い達成率を示しており、日々の繰
り返し学習や少人数指導によるきめ細かな指導体制の工夫が、
児童一人ひとりの基礎的・基本的な内容の定着に大きく寄与して
いると考えられます 。
　一方で、「あまり」「分からない」と答える保護者や児童も一定数
おり、基礎学力の定着を十分に実感できていない層が存在して
いることが課題といえます。

　基礎学力の定着を実感していない児童は、「平日に学習をす
る」「わからなかった点を見直す」という肯定回答が低い傾向にあ
ります。繰り返し学習や少人数指導といった既存の取組を継続す
るとともに、学習の到達状況を児童自身が実感できる工夫が必要
です。学習のめあてや振り返りを明確にし、「できるようになったこ
と」を可視化することで、学習意欲の向上を図ります。また、個に
応じた指導を一層充実させ、つまずきの早期把握と補充指導を
計画的に行います。併せて、家庭に対しても学習内容や成長の
様子を分かりやすく伝え、学校と家庭が連携して基礎学力の定
着を支えていきます。

　「あたたかな聴き方・やさしい話し方」をベースとした言語活動に
取り組みます。どの教科でも相手のことを意識した話し方、自分
の考えにつながるところを意識した聴き方をして、友達の考えと自
分の考えを比較しながら学びを深められるようにします。
　「自分から学びを楽しむ子を目指して」を研究テーマとします。
各学年の実態に応じて、学びを楽しむ姿を明確に設定し、どの
児童にも学びに向かうための手立てを打ちます。

　校内研究では「自分から学びを楽しむ子を目指して」をテーマ
に、学習問題の設定やICT活用、共有活動を工夫し、学びを楽し
みながら自走する主体的に学ぶ姿が見られました。Figjamや
GIGA端末を使用した手立てから協働や思考の深まりが促進され
た一方、自走の範囲設定や学力差への対応、学びを楽しむ姿の
具体化が課題として挙がっています。

　来年度は「学び方の系統性と主体性の両立」を目指し、全学年
で学び方を共通言語化していきます。思考ツールやGIGA端末の
活用については、低学年では教師が型を示し、中学年では児童
が選択し、高学年では目的に応じて使い分けられるよう段階的に
発展させます。また、単元の見通しや学習のめあてを意識的に設
定し、学び方や学習形態を選択する場面を取り入れることで、児
童が自分から学びを調整し、学びを楽しみながら主体的に学習
に取り組む姿の育成を図ります。

 一人ひとりの見取りを大切にします。個のニーズに合わせ、学習
支援を行っていきます。複数の職員で学習支援にあたり、職員同
士が情報を交換しあい、よりよい指導法を検討し実践します。
GIGA端末を有効活用し、個別最適な学びにつなげていきます。

 保護者のABの割合に若干の伸びがありました。川崎市学習状
況調査の結 果をもとにした学年ごとの重点目標の設定や具体的
な取り組み、教員同士の 情報交換がよりよい指導につながったと
思われます。

学 校 教 育 目 標

豊かな心をもち　たくましく生きる　栗木台の子

○進んで学ぶ子　　　○心あたたかい子　　　○高め合う子　　○元気な子

学校番号 学　校　名 校　長　名

令和７年度　自己評価報告書 １１４ 　川崎市立栗木台小学校 袴田　深雪

今 年 度 の 重 点 目 標

・あたたかな聴き方を活かして自分の学びや考えを深める
・自己肯定感、自己有用感を高める
・自己判断力の育成
・開かれた学校づくりとしてのホームページの充実と適切な情報配信


